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	令和８年度版　学校案内
	渋谷区立
	広尾中学校
	Hiroo Junior High School
	〇所 在 地　　150-0011 渋谷区東4-13-25（※）​
	〇電　  話　　03-3400-2440　03-3400-6542
	　　　 　　 　050-1723-9420
	〇学校HP　　 https://shibuya.schoolweb.ne.jp/1320118

	都市型中高連携教育校

	教育目標
	将来の変化を予測することが困難な時代に、自らの人生を切り拓き、生涯を生き抜く力を子供たちに培っていくことが求められていることを踏まえ、以下の教育目標を定めます。
	自らの頭で考える生徒の育成
	自分の人生をデザインできる生徒の育成
	変革やチャレンジをし続ける生徒の育成
	特色ある教育活動　アントレプレナーシップ教育
	本校では、渋谷区の特色づくりプロジェクトの一環として、「アントレプレナーシップ教育」を新たな柱とします。この教育は「起業家を育てる」ことを目的とせず、 身近な課題に気付き、解決策を考え、仲間と協働しながら実行する、価値を創造する力を育成する学びです。失敗を恐れず挑戦する姿勢を重視し、生徒が主体となって考え、行動する経験を積み重ねます。

	探究×アントレプレナーシップの一本化
	本校では、探究学習とアントレプレナーシップ教育を一体的に進めます。
	テーマプロジェクトで社会課題を捉え、マイプロジェクトで個人の問いを深め、実社会での実践を通して価値創造を体験します。このような学びの連続により、自ら未来を切り拓く「未来の創り手」を育成します。
	テーマプロジェクト（学年単位）
	マイプロジェクト
	（個人探究）
	これまでの特色ある教育活動（継続）
	探究へのいざない　Inspire high
	マラウィコーヒー試飲会
	探究フェス2025
	イガリメイクを学ぶ！「メ育」授業
	職場体験
	マイプロジェクトファイナルプレゼン




	広尾Ship
	都市型中高連携教室
	第１学年
	高校探索、部活動体験
	第２学年
	探究学習の発表、授業体験
	第３学年
	進路選択への意見交換会

	連携活動の感想
	連携入試で進学した生徒の声
	連携入試について

	年間行事予定
	Apr
	・前期始業式
	・入学式
	・新入生歓迎会
	・身体測定
	・保護者会

	May
	・中高連携交流会
	・修学旅行(3)
	・校外学習(1,2)
	・体育祭

	Jun
	・進路説明会(全)
	・広尾Ship
	・前期中間考査
	・普通救命講習(1)
	・はーとふるウィーク

	Jul
	・道徳授業
	・地区公開講座
	・学校公開
	・夏季休業始
	・三者面談(全)

	Aug
	・夏季休業終

	Sep
	・前期期末考査
	・生徒会役員選挙
	・区立中学校陸上
	　大会(全)

	Oct
	Nov
	・進路説明会（全）
	・広尾Ship(3)
	・前期終業式
	・中学校連合音楽会
	・後期始業式
	・若木祭（合唱の部）
	・三者面談(3)
	・後期中間考査
	・生徒総会
	・広尾Ship
	・三者面談(3)

	Dec
	・音楽鑑賞教室(2)
	・ＴＬＤ(1)
	・冬季休業始


	Jan
	・冬季休業終
	・しぶやニュー駅伝
	・若木祭（展示の部）
	・はーとふるウィーク

	Jan
	・職場体験(1)
	・移動教室(2)
	・小中連携授業
	・新入生説明会
	・学年末考査
	・小中合同展覧会

	Mar
	・校外学習(3)
	・卒業証書授与式
	・全校保護者会
	・修了式
	・春季休業日始
	修学旅行（長崎方面）
	体育祭
	校外学習（都内巡り）
	若木祭（合唱の部）
	移動教室(スキー体験学習)
	若木祭(展示の部)


	部活動一覧
	好きから広がる、成長の時間。
	本校では、渋谷区が推進する部活動の地域移行の取組を踏まえ、生徒の多様なニーズに応じた活動の充実を図っています。専門的な外部指導者（ユナイテッドコーチ）と教員が連携し、技術向上と安全面の両立を図るとともに、合同活動や新たな地域クラブへの参加機会も広がっています。本校では、部活動を通して主体性や協働する力を育てることを大切にし、これからの時代にふさわしい取組を進めています（文化部の地域移行については検討中）。
	野球部　　　　　　　　　　　ソフトテニス部　　　　　　　　　バドミントン部
	卓球部　　　　　　　　　　　　吹奏楽部　　　　　　　　　　　　　美術部


	時程表
	標準服・ジャージ
	時　程
	予　鈴
	8:25
	出欠確認
	8:30
	朝読書
	8:30　～　8:40
	１校時
	8:50　～　9:40
	２校時
	9:50　～　10:40
	３校時
	10:50　～　11:40
	４校時
	11:50　～　12:40
	給食
	12:40　～　13:10
	昼休み
	13:10　～　13:25
	予　鈴
	13:25
	５校時
	13:30　～　14:20
	６校時
	14:30　～　15:20
	終学活
	6時間授業
	15:25～15:35
	5時間授業
	14:25～14:35
	4時間授業
	13:15～13:25
	清　掃
	6時間授業
	15:35～15:50
	5時間授業
	14:35～14:50
	4時間授業
	13:25～13:40
	下　校
	6時間授業
	15:55
	5時間授業
	14:55
	4時間授業
	13:45
	部活動終了
	17:40
	完全下校
	18:00
	標準服とは生徒一人ひとりが学校の一員としての誇りをもち、安心して学校生活を送るための大切なアイテムです。
	多様な価値観を尊重した仕様となっており、スカート・スラックスのいずれも選択することができます。また、ネクタイ・リボンタイも選択制となっており、自分らしく学校生活を送れることができるように配慮されています。
	令和８年度より標準服としてポロシャツが着用できるようになりました。生徒会主体でルール決め等を行ない、ホワイト・ネイビー・ライトブルー・ライトピンクの4色から選択することができます。


	令和７年度進路状況

